忠岡町子ども・子育て支援に関する調査（小学生の保護者対象）
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問１　お子さんとご家族等の状況をお答えください。

　(１)　お子さんは全部で何人いらっしゃいますか。また、２人以上いらっしゃって、一番下のお子さんが就学前の場合は、生年月をご記入ください。

	お子さんの人数（　　　　　）人　
就学前の一番下のお子さんの生年月　平成（　　　　）年（　　　　）月生まれ


　(２)　小学生のお子さんは何年生ですか。すべてのお子さんについてお答えください。ふたごのお子さんの場合も、別々にお答えください。（それぞれ１つに○）

	学年が一番上のお子さん
	１．１年生　　　　　  　２．２年生　　　　　　　３．３年生　　

４．４年生　　　　　　　５．５年生　　　　　　　６．６年生

	学年が二番目のお子さん
	１．１年生　　　　　  　２．２年生　　　　　　　３．３年生　　

４．４年生　　　　　　　５．５年生　　　　　　　６．６年生

	学年が三番目のお子さん
	１．１年生　　　　　  　２．２年生　　　　　　　３．３年生　　

４．４年生　　　　　　　５．５年生　　　　　　　６．６年生

	学年が四番目のお子さん
	１．１年生　　　　　  　２．２年生　　　　　　　３．３年生　　

４．４年生　　　　　　　５．５年生　　　　　　　６．６年生


　(３)　お子さんからみて、この調査にご回答いただく方はどなたですか。（１つに○）

	１．お母さん    ２．お父さん　  ３．祖父　  ４．祖母　  ５．その他（具体的に　　  　　　　　）


(４)　お子さんからみて、きょうだい以外の同居の家族はどなたですか。（あてはまるものすべてに○）

	１．お母さん    ２．お父さん　  ３．祖父　　４．祖母　  ５．その他（具体的に　 　　　　　　 ）


(５)　お子さんの祖父母は、３０分以内程度に行き来できる範囲にお住まいですか。（どちらかに○）

	１．住んでいる    　　　　　　　　　　　　　　２．住んでいない　　  　　　　　


　

(６)　お子さんの子育てを主にしている方はどなたですか。お子さんからみた関係でお答えください。（１つに○）
	１．お母さん、お父さんともに　　　  　2．主にお母さん　　　   　３．主にお父さん　　　  

４．主に祖父母　　　　　　　　　　　　５．その他（具体的に　　　　　　　                     ）


(７) あなたは忠岡町に住んでどのくらいになりますか。（１つに○）

	１．５年未満　　　 ２．５年以上10年未満　　  ３．10年以上20年未満　　　４．20年以上


(８) お住まいの地区はどこですか。(１つに○）

	１．忠岡東　　     ２．忠岡南　　　　 ３．忠岡中　　 　　４．忠岡北　　　   ５．馬瀬　　　
６．北出　　　　　 ７．高月南　　  　 ８．高月北　　　   ９．新浜　　　



問２　お母さん、お父さんの現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）をおうかがいします。
お母さん、お父さんそれぞれについて、お答えください。ひとり親家庭の場合は、お母さん、　　　またはお父さんのみお答えください。（１つに○）
	
	お母さん
	お父さん

	１．フルタイム※で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない
２．フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中である
３．パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない
４．パート・アルバイト等で就労しているが、産休・育休・介護休業中である

 ５．以前は就労していたが、現在は就労していない
６．これまで就労したことがない
	１
２
３
４

５

６
	１
２
３
４

５

６


※　フルタイムとは、１週５日程度・１日８時間程度以上の就労をいい、パート・アルバイト等はそれ以外の就労のことをいいます。
問２でお母さん、お父さんのどちらか、または両方が「１～４」（就労している）に○をつけた方におうかがいします。両方が「５、６」に○をつけた方は、問４へお進みください。
(１)　１週当たりの就労日数や１日当たりの就労時間（残業時間を含む）を数字でお答えください。

就労日数や就労時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。また、産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。
	お母さん
	１週当たりの就労日数（　　　　　）日　　１日当たりの就労時間（　　　　　）時間

	お父さん
	１週当たりの就労日数（　　　　　）日　　１日当たりの就労時間（　　　　　）時間


★続いて(２)へお進みください。
(２)　家を出る時刻と帰宅時刻をおうかがいします。時刻は必ず（例）８時～１８時のように、２４時間制（３０分単位）でお答えください。一定でない場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。
	お母さん
	家を出る時刻（　　 　）時（　　　　）分　　帰宅時刻（　　 　）時（　　　　）分

	お父さん
	家を出る時刻（　　 　）時（　　　　）分　　帰宅時刻（　　 　）時（　　　　）分


★続いて問３へお進みください。
問３　問２の就労状況で、お母さん、お父さんのどちらか、または両方が「３、４」（パート・アルバイト等で就労している）に○をつけた方におうかがいします。該当しない方は、問４へお進みください。
フルタイムへの転換希望はありますか。（１つに○）
	
	お母さん
	お父さん

	１．フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある 

２．フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない 

３．パート・アルバイト等の就労を続けることを希望
４．パート・アルバイト等の就労をやめて子育てや家事に専念したい
	１

２

３

４
	１

２

３

４


★次は問４へお進みください。
問４　問２の就労状況で、お母さん、お父さんのどちらか、または両方が「５．以前は就労していたが、現在は就労していない」または「６．これまで就労したことがない」に○をつけた方におうかがいします。該当しない方は問５へお進みください。　

就労したいという希望はありますか。あてはまる番号・記号それぞれ１つに○をつけ、該当する（　　）内には数字をご記入ください。
(１) お母さんについて 

	１．子育てや家事などに専念したい （就労の予定はない）
２．１年より先、一番下の子どもが（　　　　）歳になったころに就労したい
３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい
　　 　　　　　　 ア．フルタイム
　　　　　　　　 イ．パート・アルバイト等　⇒１週当たり（　　　）日、１日当たり（　　　）時間


(２) お父さんについて 

	１．子育てや家事などに専念したい （就労の予定はない）
２．１年より先、一番下の子どもが（　　　　）歳になったころに就労したい
３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい
　　 　　　　　　 ア．フルタイム
　　　　　　　　 イ．パート・アルバイト等　⇒１週当たり（　　　）日、１日当たり（　　　）時間



問５　あなたは、「仕事と生活の調和」、あるいは「ワーク・ライフ・バランス」という言葉について、これまで知っていましたか。（１つに○）

	１．言葉を知っており内容も詳しく知っている　　　２．言葉を知っており内容も少しは知っている 

３．言葉を聞いたことはあるが内容はよく知らない　４．知らない


問６　生活の中で、「仕事時間」と「家事（育児）やプライベートの生活時間」の何を優先しますか。≪現実≫と≪理想≫のそれぞれについて、お答えください。（もっとも優先するもの１つに○）

	≪現実≫
	１．仕事時間を優先　　　　　　　　　２．家事（育児）時間を優先

３．プライベート時間を優先　　　　　４．その他（具体的に　　　　　　　　　　　 ）

	≪理想≫
	１．仕事時間を優先　　　　　　　　　２．家事（育児）時間を優先

３．プライベート時間を優先　　　　　４．その他（具体的に　　　　　　　　　　　 ）


問７　平日の１日当たりの子どもと一緒に過ごす時間はどのくらいですか。１週間の平均的な時間をお答えください。また、その時間は十分だと思いますか。（１つに○）
	
	お母さん
	お父さん

	平日に子どもと一緒に過ごす１日当たりの時間
（１週間の平均的な時間）
	（　　　　　）時間
	（　　　　　）時間

	１．十分だと思う 

２．まあまあ十分だと思う 

３．あまり十分だと思わない 

４．不十分だと思う

５．わからない 
	１

２

３

４

５
	１

２

３

４
５


問８　あなたにとって、仕事と子育てを両立させる上で大変だと思うことは何ですか。

（あてはまるものすべてに○）

	１．残業や出張が入ること　　　　　

２．子どもや自分が病気やけがをした時の対応のこと 
３．配偶者の協力が得られないこと　　　　

４．自分や配偶者の親などの理解が得られないこと

５．職場に子育てを支援する制度がないこと（子どもの看護休暇、短時間勤務など）

６．職場の理解や協力が得られないこと

７．子どものほかに、自分や配偶者の親などの介護を必要とする人がいること

８．子どもを預かってくれる留守家庭児童学級などに入れないこと

９．子どもと接する時間が少ないこと

10．その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）





問９　現在、留守家庭児童学級※を利用しているお子さんがいますか。（どちらかに○）
	１．利用している子がいる　　⇒問９-１(１)～(３)へ　 ２．利用していない　　⇒問９-２へ　　　　　　　　　　　　　　　　　


問９-１　問９で「１．利用している子がいる」に○をつけた方におうかがいします。
(１) 利用しているお子さんについて、平日の１週当たりの利用日数と土曜日の利用の有無をお答えください。
	お子さん
	利用状況

	学年が一番上

のお子さん
	平　日　　１週当たり（　　　　　）日くらい利用

	
	土曜日　　１．利用している　　⇒　１か月当たり（　　　　）回くらい利用
２．土曜日は利用していない

	学年が二番目

のお子さん
	平　日　　１週当たり（　　　　　）日くらい利用

	
	土曜日　　１．利用している　　⇒　１か月当たり（　　　　）回くらい利用
２．土曜日は利用していない

	学年が三番目

のお子さん
	平　日　　１週当たり（　　　　　）日くらい利用

	
	土曜日　　１．利用している　　⇒　１か月当たり（　　　　）回くらい利用
２．土曜日は利用していない

	学年が四番目

のお子さん
	平　日　　１週当たり（　　　　　）日くらい利用

	
	土曜日　　１．利用している　　⇒　１か月当たり（　　　　）回くらい利用
２．土曜日は利用していない


(２) 留守家庭児童学級を利用しているのは、主にどのような理由からですか。（１つに○）
	お子さんの身の回りの世話を主にしている保護者が
１．働いている　　　　　　　　　　　　　　２．働く予定である、または、仕事を探している

３．家族や親せきなどの介護をしている　　　４．病気や障がいがある
５．学生である

６．その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　）


　(３) 留守家庭児童学級にどのようなことを希望しますか。（あてはまるものすべてに○）

	１．朝の利用時間を延長する　　　　　　　　２．夕方の利用時間を延長する
３．利用できる学年を６年生までにする　　　４．日曜・祝日も開く　　　　　　　　　
５．障がいのある児童を受け入れる　　　　　６．施設・設備を改善する
７．指導内容を工夫する　　　　　　　　　　８．その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　）
９．特になし


問９-２　問９で「２．利用していない」に○をつけた方におうかがいします。
　　　　　留守家庭児学級を利用していないのは、主にどのような理由ですか。（１つに○）

	１．ご自身や配偶者が子どもの面倒をみているため、利用する必要がない　　　　　　　　

２．ご自身や配偶者の親、親せきの人がみている
３．近所の人や保護者の友人・知人がみている
４．ご自身や配偶者が働いていて利用したいが、留守家庭児童学級に空きがない

５．ご自身や配偶者が働いていて利用したいが、延長・夜間などの時間帯の条件が合わない

６．ご自身や配偶者が働いていて利用したいが、利用料がかかるため、経済的な理由で利用できない
７．ご自身や配偶者が働いているが、子どもは放課後に習い事をしているため、利用する必要がない
８．ご自身や配偶者が働いているが、放課後の短時間なら子どもだけでも大丈夫だと思うから
９．その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　 　）


問10　すべての方におうかがいします。
現在の利用状況にかかわらず、今後、お子さんに留守家庭児童学級を利用させたいとお考えですか。低学年、高学年の期間に分けて、平日、土曜日、日曜日、夏休みや冬休みなどの長期休暇それぞれについて、利用意向と利用したい日数、回数、時間帯を（　　）内に数字でご記入ください。時間帯は必ず（例）１０時～１８時のように２４時間制でご記入ください。
　(１) 低学年（１～３年生）の期間　※お子さんが高学年の場合は、（２）へお進みください。

	曜日等
	利用意向

	平　日
	１．利用したい　⇒１週当たり（　　　）日利用　下校時～（　　　　　）時まで

２．利用希望はない　　　　　　　　

	土曜日
	１．利用したい　⇒１か月当たり（　　　）回利用　（　　　 ）時～（　 　　）時まで

２．利用希望はない

	日曜日
	１．利用したい　⇒１か月当たり（　　　）回利用　（　　　 ）時～（　 　　）時まで

２．利用希望はない

	夏休みや

冬休みなど

長期休暇
	１．利用したい　⇒１週当たり（　　　　）日利用 （　　　 ）時～（　 　　）時まで

２．利用希望はない


(２) 高学年（４～６年生）の期間　
	曜日等
	利用意向

	平　日
	１．利用したい　⇒１週当たり（　　　）日利用　下校時～（　　　　　）時まで

２．利用希望はない　　　　　　　　

	土曜日
	１．利用したい　⇒１か月当たり（　　　）回利用　（　　　 ）時～（　 　　）時まで

２．利用希望はない

	日曜日
	１．利用したい　⇒１か月当たり（　　　）回利用　（　　　 ）時～（　 　　）時まで

２．利用希望はない

	夏休みや

冬休みなど

長期休暇
	１．利用したい　⇒１週当たり（　　　　）日利用 （　　　 ）時～（　 　　）時まで

２．利用希望はない



問11　この１年間に、お子さんが病気やケガで学校を休まなければならなかったことはありますか。
（どちらかに○）
	１．あった　　⇒問11-１へ　　　　 　　　　 　２．なかった　　⇒問12へ　　　　　　　　　　　　　　　　　


問11-１　問11で「１．あった」に○をつけた方におうかがいします。
お子さんが病気やケガで学校を休んだり、留守家庭児童学級を利用できなかった場合、この１年間にどのような対処をされましたか。あてはまる番号すべてに○をつけ、お子さんの該当する欄にそれぞれの日数を数字で（　　　）にご記入ください。半日程度の対応の場合も１日とカウントしてください。

	１年間の対処方法
	学年が一番上

のお子さん
	学年が二番目

のお子さん
	学年が三番目

のお子さん
	学年が四番目

のお子さん

	１．お父さんが休んだ
	年（　 　）日
	年（　 　）日
	年（　 　）日
	年（　 　）日

	２．お母さんが休んだ
	年（　 　）日
	年（　 　）日
	年（　 　）日
	年（　 　）日

	３．（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった
	年（　 　）日
	年（　 　）日
	年（　 　）日
	年（　 　）日

	４．就労していない保護者が子どもをみた
	年（　 　）日
	年（　 　）日
	年（　 　）日
	年（　 　）日

	５．病児・病後児保育※１を利用した
	年（　 　）日
	年（　 　）日
	年（　 　）日
	年（　 　）日

	６．家事育児代行サービスを利用した
	年（　 　）日
	年（　 　）日
	年（　 　）日
	年（　 　）日

	７．ファミリー・サポート・センター※２を利用した
	年（　 　）日
	年（　 　）日
	年（　 　）日
	年（　 　）日

	８．子どもだけで留守番をさせた
	年（　 　）日
	年（　 　）日
	年（　 　）日
	年（　 　）日

	９．その他 具体的に


	年（   　）日
	年（   　）日
	年（   　）日
	年（   　）日


※１：病児・病後児保育とは、病気にかかっている子どもや回復期にある子どもを医師や看護師などが保育と看護を行う事業です。
※２：ファミリー・サポート・センターとは、住民の会員制による、子どもを預けたり預かったりする事業です。
問11-２　問11-１で「１．お父さんが休んだ」または「２．お母さんが休んだ」に〇をつけた方におうかがいします。
その際、「できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したい」と思われましたか。　　　どちらかの番号に○をつけ、１年当たりの日数について（　　）内に数字でご記入ください。

なお、病児・病後児のための事業等の利用には、一定の利用料がかかり、利用前にかかりつけ医の受診が必要となります。

	１．できれば病児・病後児保育施設等を利用したい　⇒ 年（　　　　）日くらい　　⇒問11-３へ　
２．利用したいとは思わない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ⇒問11-４へ


問11-３　問11-２で「１．利用したい」に〇をつけた方におうかがいします。
利用する場合、次のいずれのサービスが望ましいと思いますか。（あてはまるものすべてに○）

	１．幼稚園・保育所などに併設した施設で子どもをみてくれるサービス

２．小児科に併設した施設で子どもをみてくれるサービス

３．ファミリー・サポート・センターに登録している近所の人などがその自宅などで子どもをみてくれるサービス

４．民間事業者などが自宅を訪問し、子どもをみてくれるサービス

５．その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　 　　）


★次は問12へお進みください。
問11-４　問11-２で「２．利用したいとは思わない」に〇をつけた方におうかがいします。
利用したいとは思わない理由はどのようなことですか。（あてはまるものすべてに○）
	１．病気の子どもを家族以外の人にみてもらうのは不安である

２．病気の子どもは家族がみるべきである

３．サービスの質に不安がある
４．施設のある場所や利用できる時間・日数など、サービスの使い勝手がよくない 

５．利用料がかかる、高い

６．利用料や利用方法がわからない

７．保護者が仕事を休んで対応できるため

８．その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

９．特に理由はない


★続いて問12へお進みください。
問12　あなたは、私用やご自身または配偶者の親の通院、不定期の仕事などを理由として、子どもを預かるサービスを不定期に利用しましたか。（子どもが病気の時の保育施設などの利用は除きます。）利用したことがある場合は、あてはまる番号すべてに○をつけ、お子さんの該当する欄に１年間のおおよその利用日数を(　　)内に数字でご記入ください。

	利用している事業
	学年が一番上

のお子さん
	学年が二番目

のお子さん
	学年が三番目

のお子さん
	学年が四番目

のお子さん

	１．ご自身や配偶者の親、親せき、友人・知人にみてもらった
	年（　 　）日
	年（　 　）日
	年（　 　）日
	年（　 　）日

	２．ファミリー・サポート・センターを利用した
	年（　 　）日
	年（　 　）日
	年（　 　）日
	年（　 　）日

	３．夜間養護等事業：トワイライトステイ （仕事等の理由により、児童養護施設等で休日や夜間に子どもを一時的に預かる事業）
	年（　 　）日
	年（　 　）日
	年（　 　）日
	年（　 　）日

	４．家事育児代行サービスを利用した
	年（　 　）日
	年（　 　）日
	年（　 　）日
	年（　 　）日

	５．その他 具体的に

	年（　 　）日
	年（　 　）日
	年（　 　）日
	年（　 　）日

	６．預けるようなことはなかった
	
	
	
	


問13　保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気、不定期の就労など）により、お子さんを泊りがけで家族以外にみてもらわないといけないことはありましたか（預け先が見つからなかった場合も含みます）。（どちらかに○）

	１．あった　 ⇒問13-1へ　　　　　　　　 　　   2．なかった 　⇒問14へ


問13-１　お子さんを泊りがけで家族以外にみてもらわなければならないことがあった場合、この１年間にどのような対処をされましたか。あてはまる番号すべてに○をつけ、お子さんの該当する欄にそれぞれの泊数を（　　）内に数字でご記入ください。
	１年間の対処方法
	学年が一番上

のお子さん
	学年が二番目

のお子さん
	学年が三番目

のお子さん
	学年が四番目

のお子さん

	１．（同居者を含む）親族・知人にみてもらった
	年（　 　）泊
	年（　 　）泊
	年（　 　）泊
	年（　 　）泊

	２．短期入所生活援助事業（ショートステイ）を利用した（児童養護施設等で一定期間、子どもを預かる事業）
	年（　 　）泊
	年（　 　）泊
	年（　 　）泊
	年（　 　）泊

	３．２以外の保育事業（家事育児代行サービスなど）を利用した
	年（　 　）泊
	年（　 　）泊
	年（　 　）泊
	年（　 　）泊

	４．子どもを同行させた
	年（　 　）泊
	年（　 　）泊
	年（　 　）泊
	年（　 　）泊

	５．子どもだけで留守番をさせた
	年（　 　）泊
	年（　 　）泊
	年（　 　）泊
	年（　 　）泊

	６．その他（具体的に　　　　　　　）
	年（　 　）泊
	年（　 　）泊
	年（　 　）泊
	年（　 　）泊



問14　お子さんの子育て（教育を含む）に、大きく影響すると思われる環境はどこだと思いますか。
（あてはまるものすべてに○）

	１．家庭　　　　２．地域　　　　３．小学校　　　　４．放課後児童クラブ　　　　５．学習塾
６．習い事の場　　　　　　　　　７．その他（具体的に　　　　　 　　 　　　　　　　 　　　　 ）


問15　お住まいの近くで日常的にちょっとした子どもの世話や世間話をする人はいますか。
（どちらかに〇）

	１．いる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．いない


問16　子育てを楽しいと感じることが多いですか。つらいと感じることが多いですか。（１つに○）

	１．楽しいと感じることのほうが多い　　
２．楽しいと感じることと、つらいと感じることが同じくらい
３．つらいと感じることのほうが多い　　
４．わからない

５．その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ）            　　　　


問17　子育てに関して、日常悩んでいること、あるいは気になることは何ですか。

（それぞれあてはまるものすべてに○）

　(１) 子どもに関すること

	１．病気や発育発達に関すること　　　　　　　  ２．食事や栄養に関すること
３．子どもとの接し方に自信が持てないこと　　  ４．子どもと過ごす時間が十分とれないこと

５．子どもの教育に関すること　　　　　　　　  ６．子どもの友だちづきあいに関すること

７．子どもの不登校など
８．その他（具体的に　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

９．特にない            　　　　


　(２) ご自身に関すること

	１．子育てに関して配偶者の協力が少ないこと　　　
２．配偶者と子育てに関して意見が合わないこと
３．子育てが大変なことを周りの人が理解してくれないこと　　　　

４．ご自身の子育てについて、周りの見る目が気になること
５．子育てに関して話し相手や相談相手がいないこと

６．仕事や自分のやりたいことなど自分の時間が十分取れないこと

７．配偶者以外に子育てを手伝ってくれる人がいないこと

８．子育てのストレスなどから子どもにきつくあたってしまうこと

９．子育てによる身体の疲れが大きいこと　　　　 
10．子育てにかかる出費がかさむこと

11．住居が狭いこと　　　　　　　　　　　　　　　

12．その他（具体的に　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　）

13．特にない            　　　　


問18　子育て（教育を含む）に関して、気軽に相談できる人はいますか。また、相談できる場所はありますか。（どちらかに○）
	１．いる／ある　　⇒問18-１へ　　　　　　　 ２．いない／ない　　⇒問19へ


問18-１　問18で「いる／ある」に○をつけた方におうかがいします。
　　　　  お子さんの子育て（教育を含む）に関して、気軽に相談できる先は、誰（どこ）ですか。

　　　　  （あてはまるものすべてに○）

	１．配偶者　　　　　　　　　　　　　　        ２．ご自身や配偶者の親、親せき、同居の家族
３．友人や知人　　　　　　　        　　　　　４．近所の人
５．小学校の先生 　　　　　　　　　　　　　　 ６．留守家庭児童学級の指導員　　　　　
７．ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾などの習い事の先生
８．民生委員・児童委員、主任児童委員　        ９．かかりつけの医師

10．町役場の教育相談の窓口　　　　　         11．携帯電話やインターネットの交流サイト

12．その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 　　　）


問19　ご自身の子育てが、地域の人に支えられていると感じますか。（どちらかに○）
	１．感じる　　　　　　　　　　　              ２．感じない　　


問19-１　感じる場合は、特に誰から支えられていると感じますか。感じない場合は、特に誰に支えてほしいと感じますか。（あてはまるものすべてに○）
	１．近所の人　　　　　　　　　   　　　　　   ２．同じ世代の子どもを持つ保護者
３．民生委員・児童委員、自治会、子ども会などの地域団体の人

４．地域活動を行っているＮＰＯなどの人　　　  ５．町役場の職員   　　　　　　　　　　　　　 
６．その他（具体的に　　　　　　　　　　　　                                                　）


問20　お子さんの生活習慣についておうかがいします。(１)～(４)について、１～３年生のお子さん、４～６年生のお子さん別に、あてはまるものの番号１つに○をつけてください。
	
	１～３年生
のお子さん
	４～６年生
のお子さん

	(１) 朝ごはんを食べますか。

１．毎日食べる　　　　　　　  ２．食べる日のほうが多い
３．食べない日のほうが多い　  ４．ほとんど食べない
	１・２・３・４
	１・２・３・４

	(２) １日１回は家族と一緒に食事をしますか。

１．する　　　　　　　　　　  ２．しない
	１ ・ ２
	１ ・ ２

	(３) 平日、テレビ・ビデオ（ゲームを含む）を見る１日平均時間
１．３０分以内　  ２．１時間以内    ３．１時間３０分以内　　　　　　　　　　　　　　４．２時間以内    ５．２時間以上
	１・２・３

４・５
	１・２・３

４・５

	(４) 夜寝る時間は何時ですか。

１．２０時半より前　　        ２．２０時半～２１時  

３．２１時～２１時半          ４．２１時半～２２時
５．２２時～２３時　　　　　　６．２３時以降
	１・２・３

４・５・６
	１・２・３

４・５・６


問21　ふだんの生活の中で、お子さんとどのようにかかわっていますか。（あてはまるものすべてに○）
	１．授業参観などの学校行事にはできるだけ出席する　 　 ２．子どもの友だちを把握している

３．子どもと一緒に遊ぶ　　　　　　　　　　　　　　 　 ４．子どもと話をする
５．子どもと一緒に食事をする　　　　　　　　　　　 　 ６．子どもの宿題を確認している

７．子どもの帰宅時間には誰かが家にいるようにしている  ８．勉強を教えてあげる

９．学校への忘れ物をしないように気をつけている　　　 10．子どもにかける教育費は惜しまない

11．その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　）
12．特にない


問22　忠岡町の子育て環境や支援への満足度は、５段階評価だと何点くらいですか。（1つに○）
	満足度が低い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　満足度が高い

　　 １　　　　　　２　　　　　　３　　　　　　４　　　　　　５


問23　では、忠岡町の子育て環境や支援に関して、あなたが子育てしやすいなど一定、評価できる点、もっと充実してほしい点はどのようなことがありますか。

(１) 子育てしやすいなど一定、評価できる点（あてはまるものすべてに○）
	１．子どもの遊び場　　　　　　　     　　　　 　２．子育てに関する情報提供
３．子育てに関する相談体制　　　 　　  　　　 　４．保育所の整備

５．幼稚園の整備   　　　　　　　　　　   　　　６．こども園の整備 

７．日中の一時的な預かり保育　　　　　　  　　　８．幼稚園における預かり保育

９．短期間勤務に対する保育　　　　　　　　  　 10．留守家庭児童学級の整備　　　 　　　

11．子育てサークル活動への支援    　　　　　   12．親子が参加できる身近な場や機会　　　　　 
13．親子が楽しめる観劇、音楽会などの文化事業　 14．図書館などの文化施設の整備　　 
15．子育てに配慮された公共施設の整備           16．地域の人たちによる子育て支援活動　　　　 
17．交通事故の危険防止対策                     18．防犯・防災面での安全対策
19．子どもがかかりやすい医療体制の整備         20．障がいのある子どもへの子育て支援
21．企業と連携した仕事と子育ての両立支援       22．その他 具体的に
23．特にない


(２) もっと充実してほしい点（あてはまるものすべてに○）
	１．子どもの遊び場　　　　　　　     　　　　 　２．子育てに関する情報提供
３．子育てに関する相談体制　　　 　　  　　　 　４．保育所の整備

５．幼稚園の整備   　　　　　　　　　　   　　　６．こども園の整備 

７．日中の一時的な預かり保育　　　　　　  　　　８．幼稚園における預かり保育

９．短期間勤務に対する保育　　　　　　　　  　 10．留守家庭児童学級の整備　　　 　　　

11．子育てサークル活動への支援    　　　　　   12．親子が参加できる身近な場や機会　　　　　 
13．親子が楽しめる観劇、音楽会などの文化事業　 14．図書館などの文化施設の整備　　 
15．子育てに配慮された公共施設の整備           16．地域の人たちによる子育て支援活動　　　　 
17．交通事故の危険防止対策                     18．防犯・防災面での安全対策
19．子どもがかかりやすい医療体制の整備         20．障がいのある子どもへの子育て支援
21．企業と連携した仕事と子育ての両立支援       22．その他 具体的に
23．特にない


■最後に、子育て支援についてのご意見、ご提案などがありましたら、お書きください。
	

	

	

	

	



【ご記入にあたってのお願い】








１．この調査票は、小学生のお子さんが対象です。万一複数受け取られた場合は、1つの調査票のみに、お子さんの保護者の方がご記入ください。また、就学前（小学校に上がる前）の子どもの保護者対象調査票もありますので、就学前のお子さんがおられるご家庭は、お手数ですが両方の調査票にお答えください。


２．ご回答は、選択肢の番号に○をつけていただく場合と、数字などをご記入いただく場合があります。また、その他をお選びいただいた場合は、（　 　）内に具体的な内容をご記入ください。


３．ご記入いただいた調査票は、同封の返信用封筒に入れて、１２月５日（木）までに、受け取られた小学校の先生にお渡しください。


郵送で届いた方は、同封の返信用封筒に入れて、ポストに入れてください。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　








　　　　　　　　　　　　　　　　　　





お子さんとご家族の状況についておうかがいします。





お子さんのお母さん、お父さんの就労状況についておうかがいします。








⇒希望する


　就労形態





⇒希望する


　就労形態





すべての方に仕事と子育ての両立支援についておうかがいします。





お子さんの留守家庭児童学級の利用についておうかがいします。





※保護者が仕事などで昼間に自宅にいない場合などに、指導員のもと、子どもの生活の場を提供するものです。利用にあたっては、一定の利用料が発生します。











★次は問10へお進みください。





お子さんが病気になった時の対応や一時預かりについておうかがいします。








⇒問11-2へ





⇒問12へ





子どもの育ちをめぐる環境についておうかがいします。








調査にご協力いただきまして、ありがとうございました。


お子さんを通じて小学校まで提出してください。


郵送で届いた方は、返信用封筒に入れ、ポストに入れてください。








１
２

